
２０１４年度 人権 NPO協働助成金 交付先 
※下記の内容は申請書に基づいて事務局が抜粋加工させていただいております。 

※内容につきましては、取り組みがすすむ中で変更が生じることがございます。 

                               一般財団法人大阪府人権協会 

団体名 アルビノ・ドーナツの会 QWRC（くぉ-く） 在日コリアン青年連合（KEY） ほしぞら 

重 点 当事者のつながりづくり

  

ユニークな啓発・広報活動 当事者のつながりづくり 当事者のつながりづくり 

企画名 アルビノ甲子園 

 

出前講座「自分のセクシュア

リティを考えよう。そしてセ

クシュアルマイノリティにつ

いて学ぼう」 

在日コリアン青年のための疎

外・差別相談事業  

 

 

当事者の自主的な社会交流

推進事業 

課 題 

 

・アルビノの学生（中･高･

大）たちは、日常生活で

なかなか同じ世代の当事

者と出会う機会が極端に

少ない 

・悩みを共有し共感できる

場所がなく、ひとりで問

題を抱え、孤立状態にあ

る。また孤立している故

に、隠れて見えにくくな

っている 

・同じ当事者の先輩に出会

う機会もなく、人生のロ

ールモデルや明るい将来

像が見えずにいる 

・マイノリティ特有の事情と

ダブル・トリプルのマイノ

リティ性を抱えている 

・マイノリティグループ（自

助 G・支援団体等）のセク

シュアルマイノリティはい

ると想定されるが、予算や

認識不足が理由で充分な啓

発・サポートされていない 

 

・日本社会で差別や疎外に悩

み、苦しむ在日コリアン青年

が、安心して相談できる場が

限られている。在日コリアン

青年の救済、エンパワメント

の必要性 

・インターネット上の在日コリ

アンに対するヘイトスピー

チ、誤解や偏見に基づいた情

報が野放しの状態になって

いる 

 

・さまざまな背景によって、

職場や学校に馴染みにく

い、就労につながりにく

い、就労継続が難しいとい

われる人たちは、日常で

「当たり前」とされている

ことにつまずきを感じた

り、自信を失ったり、社会

との関わりにちょっとし

た障壁を感じやすくなり

がち 

・ちょっとした自信のなさや

金銭の余裕のなさからさ

まざまな場所や情報に距

離ができ、多様な選択肢や

生き方を知る機会がない 

目 標 ・対象者同士の同世代のネ

ットワークの形成 

・悩みを抱えて孤立状態の

解消 

・ロールモデルによる将来

の不安や悩みを解消 

・課題の発見・把握による

次へのアプローチ 

・マイノリティの特有の事情、

ダブル・トリプルのマイノ

リティ性を抱える人へのサ

ポート 

・様々なマイノリティ団体と

の交流、連携を創設し、相

互支援の枠を作る 

 

・安心して相談できる機会を提

供 

・問題の解決や本人のエンパワ

メント 

・正しい在日コリアンの理解を

広げる 

・差別・疎外の事例の蓄積と実

態把握 

 

・自分に合った「生き方」を

知る機会が増やす 

・当事者の出会いと交流から

社会参加を経て困難状況

の変化をつくる 

・多様な当事者グループの派

生とネットワーク化 

・自主的運営を応援し活動の

継続につなげる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

内 容 【交流事業】 

・バーべーキューなどの協

働作業 

・アルビノ当事者が通って

いる学校（高校や大学）

訪問と情報交換 

・成人したアルビノ当事者

を迎えて情報交換 

【広報事業】 

・先輩のライフスタイルの

取材と発信 

・マイノリティ５団体への出

前講座  

 

・相談事業 

・インターネットによる広報・

情報発信（青年が抱く悩みや

疑問のQ&A等） 

・公開イベント 

 

・作品展 

・フリーペーパーの発行 

・カフェ出店 

・自己表現体験ワークショッ

プ 

・他団体への視察・交流 

 

協 働 ・広報 

・企画とアドバイス 

・学校関係者との協議 

 

・出前先のグループ選定 

・グループを交えて研修企画 

・ホームページ等の事業報告 

・人権協会等のネットワークへ

の情報発信と連携 

・相談連携 

 

・府人権協会のセミナー等に

参加 

・情報発信スキルサポート 

・先進事例等の情報提供 


